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目 的

経皮的電気刺激は痛みに対する治療法として

臨床で用いられている．一方，DWI を用いる

と組織変形の描出が可能である．撮像を電気刺

激に同期させると，筋収縮の時間的な広がりを

描出できる．そこで経皮的電気刺激によって生

じる筋収縮を高時間分解能で観察し，併せて

DWI 法と phase contrast 法（PC 法）の変形

描出能を比較し，ADC の時間的変化を評価し

た．

方 法

撮像は電気刺激の開始時から電気刺激後 300

ms まで 10 ms 間隔で行った．電気刺激は，前

脛骨筋に対して 10 ms の矩形波を用い，刺激強

度は触知下で筋収縮を確認できる強度とした．

撮像には single shot DWI を用い，撮像スライ

スは腓骨頭より 13 cm 遠位とした．拡散グラ

ジエントは筋の長軸に沿って適用した．b 値は

最大で 18 s/mm2 とし，b 値の異なる 5 画像か

ら ADC 画像を得た．

結 果

DWI は，刺激後 30 ms の前脛骨筋に明らか

な信号低下を認め（Fig. 1c），時間経過ととも

に回復する過程が観察できた（Fig. 1d ; 100

ms 後，1e ; 200 ms 後，1f ; 300 ms 後）．PC で

は 30 ms 後においても変化に乏しかった（Fig.

1b）．刺激後 30 ms の前脛骨筋の ADC 値は著

しく増加し，時間経過とともに減少する傾向を

示した．

結 語

DWI 法を電気刺激に同期させることで，筋

収縮を高時間分解能でとらえることに成功し

た．組織変形を高時間分解能でとらえる場合，

PC 法よりも DWI 法が優れていることが示さ

れた．


